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6月 定 例 会
会期6月6日～ 16日（11日間）

一般会計の主な補正

平成25年度事業のうち平成26年度へ繰越をした事業

♦家畜防疫対策事業費分担金

♦さが園芸農業者育成対策事業費補助金

♦さがの米・麦・大豆競争力強化対策事業費補助金

♦コミュ二ティ助成事業費補助金（波瀬ノ浦区の運動広場整備事業）

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 27万2千円

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 165万6千円

・・・・・・・・・・・・・・・・・ 77万3千円

・・・ 230万円

一般会計の補正予算総額　39万4千円

歳

　
　入

♦コミュ二ティ助成事業費補助金（波瀬ノ浦区の運動広場整備事業）

♦さが園芸農業者育成対策事業費補助金

♦さが果樹産地強化対策事業費補助金(マルチ購入補助)

♦さがの米・麦・大豆競争力強化対策事業費補助金

♦家畜防疫対策事業（豚流行性下痢対策用薬品購入）

♦道の駅太良防火水槽整備事業

①施設開設準備経費助成特別対策事業費補助金

②介護基盤緊急整備等特別対策事業費補助金

③子ども・子育て支援システム構築委託料

④特産品振興施設整備事業

⑤橋梁維持補修事業

⑥法面保護補修事業

⑦道路橋梁等災害復旧事業

事業名

業費総額　3億2,820万8千円のうち
　　　　　平成26年度へ 2億7,614万9千円を繰越

事業費

・・・ 230万円

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 209万3千円

・・・・・・・・・・ 113万8千円

・・・・・・・・・・・・・・・・ 100万5千円

・・・・・・・・・・・・・・・・ 50万4千円

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 200万円

歳

　
　出

結　　果件　　名議案番号 内　　　容

承認平成25年度太良町一般会計継続
費繰越計算書の報告

特産品等展示販売飲食施設改築事業の報告全員
賛成

承認平成25年度太良町一般会計繰越
明許費繰越計算書の報告

平成25年度から平成26年度へ繰り越す７事業に
ついての報告

全員
賛成

可決太良町家畜防疫対策事業分担金
徴収条例の制定

家畜防疫に係る消毒薬の経費の一部を受益者か
ら徴収するための条例制定

全員
賛成

可決
佐賀県市町総合事務組合を組織
する地方公共団体の数の増加及
び規約の変更に係る協議

伊万里・有田消防組合が総合事務組合の公務災害
等の共同処理に加入に伴う規約の一部変更

全員
賛成

可決平成26年度太良町一般会計補正
予算（第1号）

人件費等の減額及びさが園芸農業者育成対策事
業費補助金等の増額に伴い39万4千円の追加補正
歳入歳出総額  　　　49億9,539万4千円

全員
賛成

可決平成26年度太良町山林特別会計
補正予算（第1号）

多良岳200年の森整備事業に伴う212万2千円の追
加補正
歳入歳出総額　　　　　　　　　　7,212万2千円

全員
賛成

可決平成26年度太良町漁業集落排水
特別会計補正予算（第1号）

共済組合負担金の率の改定等に伴う補正
歳入歳出総額　　　　　　　　　　　 6,300万円

全員
賛成

可決平成26年度太良町簡易水道特別
会計補正予算（第1号）

共済組合負担金の率の改定等に伴う補正
歳入歳出総額　　　　　　　　　　　　  １億円

全員
賛成

可決平成26年度太良町水道事業会計
補正予算（第1号）

共済組合負担金の率の改定等に伴う補正
予算総額　　　　　　　　　　　　　  8,210万円

全員
賛成

可決太良町特産品等振興施設の設置
及び管理に関する条例の制定

太良町特産品等振興施設の設置に伴う条例制定全員
賛成

可決太良町税条例の一部を改正する
条例の制定

地方税法等の一部を改正する法律の施行に伴う
改正
主な内容は、法人町民税、軽自動車税の税率改正、
肉用牛の売却による事業所得に係る課税の特例
等に伴う改正

全員
賛成

26年6月定例会議決結果
　6月定例会は、報告2件、事件議案3件、補正予算6件、協議1件及び人事案件2件の計14件が町長より、ま
た、推薦1件、請願１件及び意見書1件を議会より提案されました。議決結果は次のとおりです。

報　告
第１号

報　告
第２号

第37号

第38号

第41号

第39号

第40号

第42号

第43号

第44号

第45号

可決平成26年度町立太良病院事業会
計補正予算（第1号）

人事異動に伴う補正
予算総額　　　　　　　　　　14億2,286万2千円

全員
賛成第46号

同意人権擁護委員の推薦につき議会
の意見を求めることについて

待永博人さんを人権擁護委員として法務大臣に
推薦することを同意

全員
賛成

諮　問
第１号
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6月 定 例 会
会期6月6日～ 16日（11日間）

一般会計の主な補正

平成25年度事業のうち平成26年度へ繰越をした事業

♦家畜防疫対策事業費分担金

♦さが園芸農業者育成対策事業費補助金

♦さがの米・麦・大豆競争力強化対策事業費補助金

♦コミュ二ティ助成事業費補助金（波瀬ノ浦区の運動広場整備事業）

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 27万2千円

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 165万6千円

・・・・・・・・・・・・・・・・・ 77万3千円

・・・ 230万円

一般会計の補正予算総額　39万4千円

歳

　
　入

♦コミュ二ティ助成事業費補助金（波瀬ノ浦区の運動広場整備事業）

♦さが園芸農業者育成対策事業費補助金

♦さが果樹産地強化対策事業費補助金(マルチ購入補助)

♦さがの米・麦・大豆競争力強化対策事業費補助金

♦家畜防疫対策事業（豚流行性下痢対策用薬品購入）

♦道の駅太良防火水槽整備事業

①施設開設準備経費助成特別対策事業費補助金

②介護基盤緊急整備等特別対策事業費補助金

③子ども・子育て支援システム構築委託料

④特産品振興施設整備事業

⑤橋梁維持補修事業

⑥法面保護補修事業

⑦道路橋梁等災害復旧事業

事業名

業費総額　3億2,820万8千円のうち
　　　　　平成26年度へ 2億7,614万9千円を繰越

事業費

・・・ 230万円

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 209万3千円

・・・・・・・・・・ 113万8千円

・・・・・・・・・・・・・・・・ 100万5千円

・・・・・・・・・・・・・・・・ 50万4千円

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 200万円

歳

　
　出

結　　果件　　名議案番号 内　　　容

承認平成25年度太良町一般会計継続
費繰越計算書の報告

特産品等展示販売飲食施設改築事業の報告全員
賛成

承認平成25年度太良町一般会計繰越
明許費繰越計算書の報告

平成25年度から平成26年度へ繰り越す７事業に
ついての報告

全員
賛成

可決太良町家畜防疫対策事業分担金
徴収条例の制定

家畜防疫に係る消毒薬の経費の一部を受益者か
ら徴収するための条例制定

全員
賛成

可決
佐賀県市町総合事務組合を組織
する地方公共団体の数の増加及
び規約の変更に係る協議

伊万里・有田消防組合が総合事務組合の公務災害
等の共同処理に加入に伴う規約の一部変更

全員
賛成

可決平成26年度太良町一般会計補正
予算（第1号）

人件費等の減額及びさが園芸農業者育成対策事
業費補助金等の増額に伴い39万4千円の追加補正
歳入歳出総額  　　　49億9,539万4千円

全員
賛成

可決平成26年度太良町山林特別会計
補正予算（第1号）

多良岳200年の森整備事業に伴う212万2千円の追
加補正
歳入歳出総額　　　　　　　　　　7,212万2千円

全員
賛成

可決平成26年度太良町漁業集落排水
特別会計補正予算（第1号）

共済組合負担金の率の改定等に伴う補正
歳入歳出総額　　　　　　　　　　　 6,300万円

全員
賛成

可決平成26年度太良町簡易水道特別
会計補正予算（第1号）

共済組合負担金の率の改定等に伴う補正
歳入歳出総額　　　　　　　　　　　　  １億円

全員
賛成

可決平成26年度太良町水道事業会計
補正予算（第1号）

共済組合負担金の率の改定等に伴う補正
予算総額　　　　　　　　　　　　　  8,210万円

全員
賛成

可決太良町特産品等振興施設の設置
及び管理に関する条例の制定

太良町特産品等振興施設の設置に伴う条例制定全員
賛成

可決太良町税条例の一部を改正する
条例の制定

地方税法等の一部を改正する法律の施行に伴う
改正
主な内容は、法人町民税、軽自動車税の税率改正、
肉用牛の売却による事業所得に係る課税の特例
等に伴う改正

全員
賛成

26年6月定例会議決結果
　6月定例会は、報告2件、事件議案3件、補正予算6件、協議1件及び人事案件2件の計14件が町長より、ま
た、推薦1件、請願１件及び意見書1件を議会より提案されました。議決結果は次のとおりです。

報　告
第１号

報　告
第２号

第37号

第38号

第41号

第39号

第40号

第42号

第43号

第44号

第45号

可決平成26年度町立太良病院事業会
計補正予算（第1号）

人事異動に伴う補正
予算総額　　　　　　　　　　14億2,286万2千円

全員
賛成第46号

同意人権擁護委員の推薦につき議会
の意見を求めることについて

待永博人さんを人権擁護委員として法務大臣に
推薦することを同意

全員
賛成

諮　問
第１号
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結　　果件　　名議案番号 内　　　容

同意人権擁護委員の推薦につき議会
の意見を求めることについて

澤純滋さんを人権擁護委員として法務大臣に推
薦することを同意

全員
賛成

可決太良町農業委員会委員の推薦 木下敏惠さん、永渕久留美さんを議会から農業委
員会委員として推薦

全員
賛成

採択教育予算の拡充を求める意見
書の採択に関する請願書

少人数学級の推進び義務教育費国庫負担制度の
国庫負担割合を2分の1に復元するよう国の関係
機関へ意見書の提出をお願いする請願

全員
賛成

諮　問
第２号

推　薦
第１号

請　願
第１号

可決教育予算の拡充を求める意見
書の提出

少人数学級の推進び義務教育費国庫負担制度の
国庫負担割合を2分の1に復元するよう国の関係
機関へ太良町議会として意見書を提出

全員
賛成

意見書
第３号

議案調査 期日／平成26年6月11日

介護基盤緊急整備特別対策事業と施設開設準備経費助成特別対策事業で
それぞれ整備された施設

▲“ふるさとの森”▲“小規模多機能ホームゆい”

特産品振興施設整備事業
“しおまねき”

多良地区共同乾燥調整施設
“もみすり機械”取替事業
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結　　果件　　名議案番号 内　　　容

同意人権擁護委員の推薦につき議会
の意見を求めることについて

澤純滋さんを人権擁護委員として法務大臣に推
薦することを同意

全員
賛成

可決太良町農業委員会委員の推薦 木下敏惠さん、永渕久留美さんを議会から農業委
員会委員として推薦

全員
賛成

採択教育予算の拡充を求める意見
書の採択に関する請願書

少人数学級の推進び義務教育費国庫負担制度の
国庫負担割合を2分の1に復元するよう国の関係
機関へ意見書の提出をお願いする請願

全員
賛成

諮　問
第２号

推　薦
第１号

請　願
第１号

可決教育予算の拡充を求める意見
書の提出

少人数学級の推進び義務教育費国庫負担制度の
国庫負担割合を2分の1に復元するよう国の関係
機関へ太良町議会として意見書を提出

全員
賛成

意見書
第３号

議案調査 期日／平成26年6月11日

介護基盤緊急整備特別対策事業と施設開設準備経費助成特別対策事業で
それぞれ整備された施設

▲“ふるさとの森”▲“小規模多機能ホームゆい”

特産品振興施設整備事業
“しおまねき”

多良地区共同乾燥調整施設
“もみすり機械”取替事業
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町
長
　
全
国
的
な
少
子
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、
こ
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で
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及
び
小
規
模
保
育
等
へ
の
充
実
で

あ
る
。

議
員
　
大
き
く
変
わ
る
部
分
を
具
体

的
に
問
う
。

町
民
福
祉
課
長
　
こ
れ
ま
で
幼
稚
園

と
保
育
園
は
全
く
別
々
の
運
営
方
式

だ
っ
た
が
、
今
回
の
新
制
度
で
は
、

希
望
に
よ
り
認
定
子
ど
も
園
な
ど

幼
・
保
連
携
型
へ
の
移
行
が
認
可
手

続
き
の
簡
素
化
な
ど
に
よ
り
で
き
や

す
く
な
っ
た
。

議
員
　
認
定
子
ど
も
園
に
移
行
す
れ

ば
幼
稚
園
や
保
育
園
が
ど
う
変
わ
っ

て
い
く
の
か
。

町
民
福
祉
課
長
　
認
定
子
ど
も
園
に

つ
い
て
は
、
ま
ず
教
育
と
保
育
を
一

体
的
に
行
う
こ
と
が
で
き
、
保
護
者

の
働
い
て
い
る
状
況
に
か
か
わ
り
な

く
教
育
・
保
育
が
で
き
る
。

議
員
　
認
定
子
ど
も
園
へ
の
移
行
が

で
き
や
す
く
な
る
具
体
的
な
内
容

は
。

町
民
福
祉
課
長
　
ま

ず
認
可
に
伴
う
根
拠

で
す
が
、
こ
れ
ま
で

幼
稚
園
は
学
校
教
育

法
、
そ
れ
か
ら
保
育

所
が
児
童
福
祉
法
、

認
定
子
ど
も
園
が
認

定
子
ど
も
園
法
で

あ
っ
た
が
、
こ
の
法

の
改
正
に
よ
っ
て
、

認
可
基
準
の
ほ
う
が

認
定
子
ど
も
園
法
に

一
本
化
さ
れ
、
設
置

主
体
、
指
導
監
督
、

基
準
な
ど
も
見
直
さ

れ
て
、
移
行
の
希
望

が
し
や
す
く
な
っ

た
。

新
「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
制
度
」
に

つ
い
て
問
う

議
員
　
こ
の
ほ
か
に
変
更
あ
る
い
は

緩
和
さ
れ
た
の
は
。

町
民
福
祉
課
長
　
放
課
後
児
童
ク
ラ

ブ
で
現
在
対
象
が
３
年
生
ま
で
に

な
っ
て
い
る
が
、
来
年
か
ら
６
年
生

ま
で
に
広
げ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。

若
年
女
性
減
少
に
つ
い
て
問
う

議
員
　
20
代
30
代
の
若
年
女
性
の
減

少
率
が
佐
賀
県
20
市
町
で
太
良
町
が

ト
ッ
プ
と
新
聞
報
道
で
な
さ
れ
た

が
、
今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
の

考
え
は
。

町
長
　
平
成
26
年
５
月
９
日
付
で
佐

賀
新
聞
に
掲
載
さ
れ
た
有
識
者
ら
で

つ
く
る
創
生
会
議
の
分
科
会
が
発
表

し
た
内
容
は
、
現
在
の
ペ
ー
ス
で
地

方
か
ら
大
都
市
へ
の
人
口
流
出
が
続

け
ば
、
２
０
４
０
年
に
は
太
良
町
に

限
っ
て
言
え
ば
、
若
年
女
性
こ
れ
は

20
歳
か
ら
39
歳
ま
で
の
人
口
が
、
２

０
１
０
年
の
８
２
３
人
か
ら
２
９
０

人
ま
で
減
る
と
い
う
推
計
で
あ
る
。

議
員
　
減
少
を
な
く
す
手
段
と
し
て

第
一
に
考
え
ら
れ
る
の
は
雇
用
の
確

保
と
考
え
る
が
。

町
長
　
太
良
町
の
置
か
れ
て
い
る
地

理
的
条
件
あ
る
い
は
交
通
の
利
便
性

等
の
問
題
等
に
よ
っ
て
、
企
業
誘
致

を
行
な
っ
て
も
な
か
な
か
来
て
も
ら

え
な
い
の
が
現
状
で
、
男
女
を
問
わ

ず
雇
用
の
増
大
が
望
め
な
い
状
況
で

あ
る
。

議
員
　
町
営
住
宅
を
増
や
す
計
画
は

な
い
か
。

町
長
　
補
助
事
業
の
建
設
で
は
な
く

単
独
事
業
で
一
戸
建
て
を
建
設
し

て
、
将
来
的
に
は
払
い
下
げ
す
る
こ

と
も
考
え
て
い
る
。

議
員
　
社
会
福
祉
協
議
会
へ
の
委
託

事
業
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
た
「
し

あ
わ
せ
発
見
事
業
」
で
何
組
の
カ
ッ

プ
ル
が
誕
生
し
た
の
か
、
ま
た
全
国

放
送
で
あ
っ
た
お
見
合
い
大
作
戦
の

結
果
を
聞
き
た
い
。

企
画
商
工
課
長
　
そ
れ
ぞ
れ
１
組
の

カ
ッ
プ
ル
が
進
行
中
と
聞
い
て
い

る
。
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般
一

問
質

田
川

　浩 

議
員

答
▼
ぜ
ひ
前
向
き
に
検
討
す
る
。

議
員
　
我
が
町
に
様
々
な
課
題
が
あ

る
中
で
、人
手
不
足
・
人
材
不
足
と
い

う
点
で
な
か
な
か
解
決
に
向
け
て
の

着
手
が
で
き
て
い
な
い
も
の
も
あ
る

と
思
わ
れ
る
。そ
こ
で
、総
務
省
が

行
っ
て
い
る「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
」

事
業
を
活
用
し
、都
市
圏
か
ら
の
人
材

を
登
用
し
、町
の
活
性
化
を
図
る
起
爆

剤
に
し
た
ら
ど
う
か
。

　
こ
の
事
業
は
、総
務
省
が
行
っ
て
い

る
今
年
度
で
６
年
目
に
な
る
事
業
で
、

わ
か
り
や
す
く
言
う
と
、地
域
お
こ
し

に
困
っ
て
い
る
地
方
の
自
治
体
が
、都

市
部
の
住
民
に
公
募
を
か
け
て
来
て

も
ら
い
、最
長
で
３
年
間
、そ
の
自
治

体
の
た
め
に
地
域
の
活
性
化
に
貢
献

し
て
も
ら
お
う
と
い
う
事
業
。そ
の

間
、総
務
省
か
ら
か
な
り
の
財
政
的
支

援
を
受
け
る
こ
と
が
出
来
る
。我
が
町

の
場
合
、ま
ず
観
光
振
興
に
役
立
つ
の

で
は
な
い
か
と
思
う
。

　
我
が
町
の
観
光
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

だ
が
、ど
の
よ
う
な
基
本
戦
略
で
構
成

さ
れ
て
い
る
の
か
。

企
画
商
工
課
長
　
観
光
協
会
を
核
と

し
た
情
報
発
信
の
強
化
。ま
た
〝
ご
当

地
グ
ル
メ
〞
＆
〝
新
商
品（
土
産
）〞

の
開
発
な
ど
、６
つ
の
基
本
戦
略
で
構

成
さ
れ
て
い
る
。

議
員
　
観
光
協
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
情
報
更
新
の
頻
度
は
把
握
し
て
い

る
か
。

企
画
商
工
課
長
　
更
新
頻
度
は
そ
う

多
く
な
い
状
況
だ
。

議
員
　
観
光
情
報
の
更
新
頻
度
は
不

十
分
で
あ
る
と
思
っ
て
い
る
。観
光
協

会
も
色
々
な
事
業
を
か
か
え
て
忙
し

い
と
は
思
う
が
、こ
れ
ま
で
以
上
に
頑

張
っ
て
も
ら
わ
な
け
れ
ば
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
を
達
成
で
き
な
い
と
考
え
る
。

観
光
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
第
２
の
基

本
戦
略
で
あ
る
ご
当
地
グ
ル
メ
の
開

発
が
終
了
し
、我
が
町
の
特
産
で
あ
る

豚
肉
を
使
用
し
た「
た
ら
ふ
く
丼
」と

し
て
発
表
さ
れ
、そ
う
し
た
新
し
い
も

の
に
対
す
る
観
光
戦
略
も
こ
れ
か
ら

必
要
に
な
る
と
思
う
。そ
う
い
っ
た
観

光
振
興
の
実
績
が
あ
る「
地
域
お
こ
し

協
力
隊
」を
招
き
入
れ
て
、そ
の
起
爆

剤
と
し
て
活
性
化
さ
せ
る
と
い
う
方

法
も
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

企
画
商
工
課
長
　
進
捗
状
況
を
チ
ェ

ッ
ク
し
な
が
ら
、地
域
お
こ
し
協
力
隊

の
活
用
な
ど
も
視
野
に
入
れ
考
え
て

い
き
た
い
。

議
員
　
農
水
産
業
活
性
化
及
び
、特
産

品
振
興
施
設
の
活
性
化
担
当
と
し
て

「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
」を
活
用
で
き

な
い
か
と
も
思
う
。我
が
町
に
も
、最

近
太
良
球
場
の
隣
に
特
産
品
振
興
施

設
が
出
来
て
い
る
が
、例
え
ば
農
産
物

や
水
産
物
の
加
工
食
品
を
作
る
に
あ

た
っ
て
、ど
の
よ
う
な
も
の
を
作
れ
ば

い
い
の
か
と
い
う
六
次
産
業
化
に
つ

な
が
る
商
品
開
発
に
秀
で
た
隊
員
を

募
集
す
る
の
も
い
い
し
、ま
た
、自
分

で
野
菜
な
ど
を
作
っ
て
は
い
る
が
、車

を
運
転
す
る
こ
と
が
出
来
な
く
て
出

荷
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
高
齢
の
農

業
従
事
者
の
お
宅
ま
で
、作
物
を
回
収

し
て
ま
わ
っ
た
り
す
る
よ
う
な
、そ
う

い
う
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
て
農
業
の

地
域
お
こ
し
協
力
隊
を
活
用
し
て
地
域
の

活
性
化
を
図
っ
た
ら
ど
う
か
。

活
性
化
に
つ
な
が
る
人
材
と
し
て
の

隊
員
を
募
集
す
る
と
か
、そ
の
ニ
ー
ズ

に
あ
っ
た
人
材
を
募
集
す
る
こ
と
が

出
来
る
と
思
う
が
。

農
林
水
産
課
長
　
地
域
お
こ
し
協
力

隊
の
活
用
も
有
効
な
方
法
だ
と
思
う

の
で
、調
査
研
究
を
し
て
い
き
た
い
。

議
員
　
今
回
は
、例
え
ば
こ
う
い
う
形

で
と
い
う
こ
と
で
、観
光
振
興
と
、農

水
産
業
活
性
化
及
び
、特
産
品
振
興
施

設
の
活
性
化
に
し
ぼ
っ
て
話
を
し
て

み
た
が
、色
々
と
執
行
部
側
で
考
え
て

も
ら
え
た
ら
、そ
の
他
に
も
適
当
な
も

の
が
あ
る
と
思
う
が
。

町
長
　
我
が
町
に
は
リ
ー
ダ
ー
的
な

存
在
が
い
な
い
と
常
々
思
っ
て
い
る
。

ぜ
ひ
前
向
き
に
検
討
し
て
、で
き
る
だ

け
意
に
沿
う
よ
う
な
形
に
も
っ
て
い

き
た
い
。
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般
一

問
質

久
保 

繁
幸 

議
員

答
▼
空
き
家
情
報
バ
ン
ク
へ
の
登
録
を
お
願
い
し
た
い

議
員
　
空
き
家
適
正
管
理
条
例
が
で

き
て
１
年
半
が
経
過
し
た
が
、現
在
町

内
に
空
き
家
の
数
は
ど
れ
く
ら
い
あ

る
か
。

町
長
　
空
き
家
の
数
は
１
５
８
戸
、そ

の
内
危
険
家
屋
が
34
戸
と
な
っ
て
い

る
。

議
員
　
危
険
家
屋
の
所
有
者
に
は
ど

の
よ
う
な
指
導
を
し
て
い
る
の
か
。

町
長
　
特
に
危
険
な
物
件
が
４
件
あ

り
、所
有
者
に
解
体
を
急
い
で
も
ら
う

よ
う
話
を
進
め
て
い
る
が
、実
際
解
体

ま
で
至
っ
て
な
い
の
が
現
実
で
あ
る
。

議
員
　
空
き
家
の
活
用
、利
用
方
法
に

つ
い
て
ど
の
よ
う
な
考
え
を
持
っ
て

い
る
の
か
。

町
長
　
空
き
家
を
貸
し
た
い
人
と
、空

き
家
を
利
用
し
た
い
方
と
の
橋
渡
し

を
行
な
う
空
き
家
バ
ン
ク
制
度
が
あ

る
の
で
、空
き
家
の
登
録
を
お
願
い
し

た
い
。

議
員
　
空
き
家
の
利
用
を
希
望
さ
れ

て
る
方
が
お
ら
れ
る
と
聞
く
が
。

総
務
課
長
　
利
用
希
望
者
は
８
名
お

ら
れ
る
が
、家
を
貸
し
て
も
良
い
と
登

録
さ
れ
る
方
は
現
在
１
件
も
な
い
状

況
で
あ
る
。

議
員
　
人
口
減
少
を
防
ぐ
た
め
に
も

利
用
で
き
る
空
き
家
の
所
有
者
の
方

に
、情
報
バ
ン
ク
へ
の
登
録
を
積
極
的

に
お
願
い
し
て
回
る
べ
き
と
考
え
る

が
ど
う
か
。

企
画
商
工
課
長
　
個
々
の
空
き
家
の

所
有
者
を
回
っ
て
空
き
家
バ
ン
ク
へ

の
登
録
を
働
き
か
け
る
計
画
は
現
在

の
と
こ
ろ
な
い
。

議
員
　
空
き
家
を
貸
し
て
も
ら
い
た

い
希
望
者
が
あ
る
の
に
、行
動
、計
画

を
し
な
い
の
は
ど
の
よ
う
な
理
由
か
。

企
画
商
工
課
長
　
家
財
や
仏
壇
や
相

続
等
々
が
進
ま
な
い
問
題
が
多
く
、ま

た
古
く
て
水
回
り
の
手
入
れ
等
が
進

ん
で
い
な
い
の
が
現
状
で
計
画
が
立

て
に
く
い
所
が
あ
る
。

議
員
　
希
望
者
の
方
が
８
名
も
お
ら

れ
る
の
で
あ
れ
ば
改
築
等
の
貸
付
特

別
制
度
で
も
作
っ
て
み
て
は
ど
う
か
。

町
長
　
家
屋
の
改
築
資
金
等
々
、こ
れ

も
一
つ
の
方
策
と
し
て
今
後
検
討
し

て
い
き
た
い
。

議
員
　
空
き
家
を
町
へ
寄
附
を
申
し

出
ら
れ
た
場
合
は
ど
の
よ
う
に
処
理

す
る
の
か
。

財
政
課
長
　
空
き
家
等
の
建
物
に
つ

い
て
の
寄
附
は
現
在
受
け
付
け
て
い

な
い
が
、土
地
に
つ
い
て
は
公
用
地
と

し
て
対
応
で
き
る
場
合
は
調
査
を
し

て
対
応
を
し
て
い
る
。

議
員
　
亀
ノ
浦
の
中
嶋
医
院
の
跡
地

を
寄
附
さ
れ
た
と
聞
く
が
。

財
政
課
長
　
中
嶋
医
院
の
駐
車
場
跡

地
は
寄
附
を
受
け
た
が
、医
院
跡
地
は

寄
附
は
受
け
て
い
な
い
。

議
員
　
駐
車
場
跡
地
の
寄
附
を
受
け

た
の
で
あ
れ
ば
、あ
そ
こ
の
交
差
点
は

通
勤
通
学
路
で
も
あ
り
危
険
な
場
所

で
も
あ
る
の
で
、改
良
を
し
道
路
幅
を

広
く
す
る
案
な
ど
は
な
い
か
。

町
長
　
現
在
土
木
事
務
所
の
ほ
う
で

設
計
書
が
で
き
上
が
り
つ
つ
あ
る
の

で
、橋
を
広
げ
歩
道
も
改
良
し
、曲
が

り
や
す
い
よ
う
に
お
願
い
を
し
て
い

る
所
で
あ
り
、も
う
少
し
で
発
注
で
き

る
と
思
っ
て
い
る
。

議
員
　
高
齢
化
に
伴
い
農
地
の
荒
廃

に
続
い
て
家
屋
の
荒
廃
も
続
き
、将
来

が
危
惧
さ
れ
る
我
が
町
で
あ
る
が
、空

き
家
な
ど
が
危
険
な
状
態
に
な
ら
な

い
よ
う
適
正
な
管
理
を
所
有
者
に
求

め
、地
域
環
境
の
保
全
及
び
倒
壊
な
ど

に
よ
り
事
故
、犯
罪
、火
災
等
を
未
然

に
防
止
し
、住
民
が
安
全
で
安
心
な
暮

ら
し
が
で
き
る
よ
う
将
来
展
望
が
で

き
る
ま
ち
づ
く
り
を
願
う
一
人
で
あ

る
が
、こ
の
先
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
の
か
。

町
長
　
空
き
家
対
策
に
つ
き
ま
し
て

は
貸
し
手
と
借
り
手
の
橋
渡
し
役
と

し
て
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条例に基づいた空き家等に関する相談事務の流れ

危険な状態の空き家等

住民等からの情報提供

実態調査・立入り調査

助言又は指導

勧　　告

命令（行政処分）

公表（町の掲示板など）

行政代執行

危険要因の除去（適正管理）
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経済建設常任委員会行政視察
（期日／平成26年 6月 17～19日）

　経済建設常任委員会では、６次産業について大分県九重町の
鷲頭牧場、木質バイオマス事業について岡山県西粟倉村へ視察
研修に行きました。
　鷲頭牧場は大分県内でも唯一、家族経営による６次産業を実
践されています。大学教授の講演の中で「農業は1次産業ではだ
めだ。６次産業であれ。これからの農家は生産から販売まです
べてを実践していくべきである。」との言葉に共感され、６次産
業に取り組まれたそうです。
　木質バイオマス事業については、衰退していく林産業を村ぐ
るみで盛り上げようとする施策の中の一つで、全てにおいて村
が中心となっている。森林経営計画も村で計画し、施業につい
ては森林組合へ委託する形態となっている。「限りある自然の
恵みを大切にし、上質な田舎を作る」を目標に村の活性化を図
られていました。
　新しい分野を切り開いていくには、新しい考え、行動が必要
で、国の事業等を有効に活用し、有能な人材確保に努め、町の活
性化につなげることが必要と感じました。

総務常任委員会行政視察
（期日／平成26年 6月 25～27日）

　総務常任委員会では、公立病院の運営について福
岡県川崎町と愛媛県鬼北町へ視察研修に行きまし
た。
　川崎町立病院は、平成23年から地方独立行政法人
として運営されていて、また、鬼北町の町立北宇和
病院は指定管理者を置いて運営するようになって
８年になるということでした。
　どちらの病院も、一定の成果を上げておられます
が、苦労された点なども聞くことができました。
　現在、地方公営企業法の全部適用という形で運営
している太良町立病院ですが、その更なる改革につ
いて参考となる情報を聞くことができた視察研修
となりました。

▲福岡県川崎町の庁舎前にて▲福岡県川崎町の庁舎前にて

▲鷲頭牧場「農家レストランべべんこ」▲鷲頭牧場「農家レストランべべんこ」

▲西粟倉村にて▲西粟倉村にて

▲愛媛県鬼北町での研修風景▲愛媛県鬼北町での研修風景

第39回町村議会議長・副議長研修会
期日／平成26年5月27日～ 28日

経済建設常任委員会所管事務調査
期日／平成26年７月１日

　去る5月27日から28日の2日間にわたり第39回町村議会議長・副議長研修会が東京で開催されました。
　まず、香川県直島町の蓬新会長が現状の町村が抱える諸々の課題などへの思いを述べられました。その
後、山梨学院大学法学部教授の江藤俊昭氏による「住民と歩む地方議会」の演題で基調講演が行われまし
た。その中で印象に残ったのが、道州制導入の問題で「何をそんなに急ぐのか、なぜそんなに急がなければ
ならないのか」国政とは異なる地方自治は与党も野党もない二元代表制で住民と共に歩む議会を創り出
し、どのように福祉向上につなげて行くかなど講和されました。次に「これからの町村議会のあり方」を
テーマとしてシンポジウムが開催され、各議会の活動報告など活発な意見発表交換が行われました。どの
町村も議員定数削減や報酬の問題に苦慮されていることを感じ
ました。
　１日目の研修終了後、県選出の国会議員5名の方々との懇話会
に出席しました。
　２日目は「地域づくりを考える」のテーマで民族研究家の結城
登美雄氏による講演があり、最後にテレビ番組報道ステーショ
ンなどでおなじみのジャーナリスト後藤謙次氏による「日本政
治経済の現状と今後の行方」と題しての講演がありました。
　今回、どの講演を聞いても議会改革が必要で、福祉の向上を述
べられていたのが印象的でした。

よもぎ

たら特産品振興株式会社との意見交換会
主な内容 1. 運営の基本的な考え方

1. 7月20日（落成式）に向けての準備状況

1. 施設の充実について

“しおまねき”



太良町議会だより 133号　平成26年7月11日（9）

第39回町村議会議長・副議長研修会
期日／平成26年5月27日～ 28日

経済建設常任委員会所管事務調査
期日／平成26年７月１日

　去る5月27日から28日の2日間にわたり第39回町村議会議長・副議長研修会が東京で開催されました。
　まず、香川県直島町の蓬新会長が現状の町村が抱える諸々の課題などへの思いを述べられました。その
後、山梨学院大学法学部教授の江藤俊昭氏による「住民と歩む地方議会」の演題で基調講演が行われまし
た。その中で印象に残ったのが、道州制導入の問題で「何をそんなに急ぐのか、なぜそんなに急がなければ
ならないのか」国政とは異なる地方自治は与党も野党もない二元代表制で住民と共に歩む議会を創り出
し、どのように福祉向上につなげて行くかなど講和されました。次に「これからの町村議会のあり方」を
テーマとしてシンポジウムが開催され、各議会の活動報告など活発な意見発表交換が行われました。どの
町村も議員定数削減や報酬の問題に苦慮されていることを感じ
ました。
　１日目の研修終了後、県選出の国会議員5名の方々との懇話会
に出席しました。
　２日目は「地域づくりを考える」のテーマで民族研究家の結城
登美雄氏による講演があり、最後にテレビ番組報道ステーショ
ンなどでおなじみのジャーナリスト後藤謙次氏による「日本政
治経済の現状と今後の行方」と題しての講演がありました。
　今回、どの講演を聞いても議会改革が必要で、福祉の向上を述
べられていたのが印象的でした。

よもぎ

たら特産品振興株式会社との意見交換会
主な内容 1. 運営の基本的な考え方

1. 7月20日（落成式）に向けての準備状況

1. 施設の充実について

“しおまねき”



太良町議会だより133号　平成26年7月11日 （10）

所
賀

　
　廣

田
川

　
　浩

牟
田

　則
雄

平
古
場
公
子

江
口

　孝
二

委  

員  

長

副
委
員
長

委

　
　員

編
集
室
よ
り

編
集
委
員
会

　
今
月
は
、15
日
に
有
明
海
唯

一
の
人
工
白
浜
海
水
浴
場
の
海

開
き
式
、７
月
16
日
に
中
山

キ
ャ
ン
プ
場
の
山
開
き
式
が
予

定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
今
年
も
ご
家
族
連
れ
で
夏
を

満
喫
し
て
く
だ
さ
い
。

　
議
会
だ
よ
り
に
関
す
る
町
民

の
ご
意
見
・
提
言
な
ど
頂
け
れ

ば
幸
い
と
思
い
ま
す
。

議
会
の
主
な
活
動
4
月
〜
6
月

4月

１１３３５６７９10101010151618182324242529８11121319202121212223

5月

5月

嬉
野
市
防
衛
協
会
総
会

第
30
回
鹿
島
ガ
タ
リ
ン
ピ
ッ
ク

第
39
回
町
村
議
会
議
長
・
副
議
長
研
修
会

国
会
議
員
と
の
懇
談
会

第
54
回
太
良
町
商
工
会
通
常
総
会

太
良
町
社
会
福
祉
協
議
会
理
事
会
・
評
議
員
会

太
良
町
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
改
築
に
伴
う
設
計

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
業
者
選
定
委
員
会

議
会
運
営
委
員
会

６
月
定
例
会
招
集

全
員
協
議
会

６
月
定
例
会
一
般
質
問

６
月
議
会
議
案
調
査

第
25
回
議
会
活
性
化
特
別
委
員
会

九
州
新
幹
線
長
崎
西
九
州
ル
ー
ト
用
務

小
規
模
多
機
能
ホ
ー
ム
ゆ
い
落
成
式

６
月
定
例
会
議
案
審
議

佐
賀
県
社
会
教
育
委
員
連
絡
協
議
会
総
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
兼
基
礎
研
修
会

経
済
建
設
常
任
委
員
会
行
政
視
察

太
良
町
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
振
興
会
理
事
会

太
良
町
自
衛
隊
父
兄
会
総
会

太
良
町
防
衛
協
会
総
会

太
良
町
体
育
協
会
評
議
員
会

鹿
島
地
区
交
通
安
全
協
会
通
常
総
会

第
23
回
太
良
町
納
涼
夏
ま
つ
り
運
営
協
議
会

議
会
広
報
編
集
委
員
会

太
良
町
簡
易
水
道
事
業
運
営
委
員
会

第
41
回
太
良
町
観
光
協
会
通
常
総
会

学
校
教
育
現
場
視
察

総
務
常
任
委
員
会
行
政
視
察

太
良
町
青
少
年
育
成
町
民
会
議
総
会

太
良
町
商
工
会
青
年
部
創
立
40
周
年
記
念
式
典

太
良
町
教
育
振
興
会
理
事
会
・
評
議
員
会

242527272829３６６1010101112131718191920202323252526272930

6月

お買物券が
当たる！

26
〜
28

17
〜
19

25
〜
27

町
内
小
中
学
校
教
職
員
赴
任
式

太
良
町
社
会
福
祉
協
議
会
理
事
会

太
良
町
交
通
対
策
協
議
会

議
会
広
報
編
集
委
員
会

太
良
町
軟
式
野
球
総
合
開
会
式

太
良
町
消
防
団
入
退
団
式

町
内
小
中
学
校
教
職
員
辞
任
式

太
良
高
校
入
学
式

小
・
中
学
校
入
学
式

議
会
運
営
委
員
会

全
員
協
議
会

第
２
回
太
良
町
議
会
臨
時
会

太
良
町
身
体
障
害
者
福
祉
協
会
定
期
総
会

第
23
回
議
員
活
性
化
特
別
委
員
会

太
良
町
戦
没
者
慰
霊
祭

第
14
回
太
良
地
区
み
か
ん
部
会
通
常
総
会

太
良
町
育
英
学
生
審
査
委
員
会

杵
藤
地
区
広
域
市
町
村
圏
組
合
議
会
４
月
臨
時
会

杵
藤
地
区
町
村
議
会
議
長
会
定
期
総
会

太
良
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会
代
表
者
会

第
57
回
町
民
体
育
大
会

佐
賀
県
町
村
議
長
会

太
良
町
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
総
合
開
会
式

Ｂ
＆
Ｇ
佐
賀
県
連
絡
協
議
会
総
会

有
明
海
沿
岸
道
路
・
佐
賀
県
南
西
自
動
車
道

　
　
　
　
　
　
　
建
設
促
進
期
成
会
監
査

鹿
島
藤
津
地
区
衛
生
施
設
組
合
議
会
５
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
臨
時
会

太
良
町
農
業
再
生
協
議
会
総
会

第
24
回
議
員
活
性
化
特
別
委
員
会

経
済
建
設
常
任
委
員
会
所
管
事
務
調
査

総
務
常
任
委
員
会
行
政
視
察
事
前
研
修

太
良
町
森
林
組
合
第
64
回
通
常
総
会

太
良
町
う
ま
い
み
か
ん
づ
く
り
推
進
協
議
会
委
員
会

平成26年度（４月～6月分）

議長交際費の支出状況

祝儀

会費

慶弔

贈呈

謝礼

その他

合計

2

1

1

4

8

10,000

5,000

10,000

12,400

37,400

街角クイズ!!

※締め切り／７月末日　消印有効
※当選発表はお買物券の発送（抽選）をもって代えさせていただきます。
　前回は多数のご応募ありがとうございました。

〒849-1698　藤津郡太良町大字多良1-6太良町議会事務局 「街角クイズ係」宛
解った方は、ハガキに答えを明記し、住所・氏名・電話番号をご記入の上、下記に応募下さい。

Q） 町内のどの地区にある
　　踏切りでしょうか？
A） ○○地区

区分


